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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社は、平成26年2月上旬に、当社に対する税務調査の過程において、東京国税局の指摘により、社員の一部が不適

切な外注費の処理を行っていた可能性がある旨の指摘があり、これを受けて社内調査を進めたところ、水増し仕入発注

等の不正取引の事実を把握するに至りました。

　平成26年2月17日、調査の客観性及び信頼性を高めるため、当社と利害関係を有しない外部の専門家を過半数含む

「調査委員会」を設置し、調査を進めてまいりました。平成26年3月13日に調査委員会の報告を受け、連結財務諸表の

修正等、必要と認められる訂正を行うことといたしました。

　これらの決算訂正により、当社が平成25年２月14日に提出いたしました第58期第３四半期（自　平成24年10月１日　

至　平成24年12月31日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

　また、四半期連結財務諸表の記載内容に係る訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので併せて修正後のXBRL

形式データ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。

　

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

(1）業績の状況

(4）生産、受注及び販売の実績

第４　経理の状況

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

追加情報

注記事項

（四半期連結貸借対照表関係）

（セグメント情報等）

セグメント情報

（１株当たり情報）

　

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
累計期間

第57期

会計期間

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
４月１日

至平成24年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成24年
３月31日

売上高（百万円） 39,926 46,268 60,203

経常利益（百万円） 338 1,151 1,443

四半期（当期）純利益(百万円） 1 486 530

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△106 792 579

純資産額（百万円） 11,613 12,806 12,298

総資産額（百万円） 40,523 44,234 44,829

１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
0.08 36.09 39.15

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 28.4 29.0 27.2

　

回次
第57期

第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成24年
10月１日
至平成24年
12月31日

１株当たり四半期純利益金額又は１

株当たり四半期純損失金額（△）

（円）

△3.03 3.92

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、連結子会社であった株式会社明神電気は平成24年７月17日付で、同じく株式会社カルメ

ンは平成24年11月５日付で清算結了いたしました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)　業績の状況　

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務問題、米国の財務問題、新興国の成長鈍化などによる

企業業績の懸念から、先行きは依然として不透明な状況にありますが、第３四半期後半には政権交代の期待感による

円安・株高の動きが出てきており、景気回復への期待は高まってきています。

しかしながら、国内の設備投資につきましては底固い推移はしているものの、回復力に欠ける状況が続いており、

建設業界は厳しさが否めない環境が継続しています。

このような状況の中におきまして、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、省エネ・節電対応機器に対する需要

増加や前年の低迷の反動などから、以下のとおり増加となりました。

売上高は46,268百万円(前年同期比15.9％増)となりました。利益面につきましては、営業利益が1,015百万円(前年

同期比214.5％増)となり、経常利益は1,151百万円(前年同期比239.9％増)となりました。また、四半期純利益は486

百万円(前年同期利益額1百万円)となりました。

　主な事業別業績は次のとおりであります。

〔商品販売事業〕

商品販売事業におきましては、空調機器、制御機器、省エネ機器を中心とした設備機器の販売を行っておりま

す。売上高は35,735百万円(前年同期比15.7％増)、売上総利益は5,684百万円(前年同期比12.4％増)となりました。

〔工事事業〕

工事事業におきましては、主に計装工事の設計・施工および空調その他機器のメンテナンス・アフターサービス

を行っております。売上高は10,252百万円(前年同期比19.0％増)、売上総利益は2,472百万円(前年同期比25.7％増)

となりました。

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

(3)　研究開発活動

　該当事項はありません。 

(4)　生産、受注及び販売の実績

　当第３四半期連結累計期間において、飲食事業の生産及び販売実績が著しく変動いたしました。これは、食材の

仕入・加工・卸・販売を業とする連結子会社の㈱カルメンについて、平成24年３月31日をもって営業を終了してい

ることが主な要因です。なお同社は平成24年11月５日をもって清算結了しております。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類               発行可能株式総数（株）

                普通株式 46,308,000

計 46,308,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

  普通株式 13,988,000 13,988,000

　 大阪証券取引所

　 ＪＡＳＤＡＱ市場

　 （スタンダード）　

　単元株式数

　100株

計 13,988,000 13,988,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増減
額（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年10月１日～

平成24年12月31日　
－ 13,988,000 － 1,857 － 1,829

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　①【発行済株式】                                                                

 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　523,400 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 13,464,200     134,642 －

単元未満株式 普通株式　  　  400 －
１単元（100株）未満

の株式

発行済株式総数 　　　　  13,988,000 － －

総株主の議決権 －     134,642 －

 

　②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

東テク株式会社

東京都中央区日本

橋本町四丁目８番

14号

523,400 － 523,400 3.74

計 － 523,400 － 523,400 3.74

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。　　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平

成24年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の4の7第4項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、訂

正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。　
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

　 　 　 　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

資産の部 　 　

　 流動資産 　 　

　 　 現金及び預金 5,249 5,197

　 　 受取手形及び売掛金 ※2　　20,347 ※2　　16,322

　 　 有価証券 31 164

　 　 たな卸資産 2,318 4,155

　 　 繰延税金資産 498 307

　 　 未収入金 4,938 6,427

　 　 その他 99 107

　 　 貸倒引当金 △19 △37

　 　 流動資産合計 33,463 32,647

　 固定資産 　 　

　 　 有形固定資産 　 　

　 　 　 建物及び構築物 2,968 2,983

　 　 　 土地 3,718 3,720

　 　 　 その他 596 651

　 　 　 減価償却累計額 △2,024 △2,138

　 　 　 有形固定資産合計 5,258 5,217

　 　 無形固定資産 　 　

　 　 　 のれん 158 98

　 　 　 その他 173 168

　 　 　 無形固定資産合計 331 267

　 　 投資その他の資産 　 　

　 　 　 投資有価証券 2,862 3,270

　 　 　 繰延税金資産 552 405

　 　 　 その他 ※3　　2,467 ※3　　2,540

　 　 　 貸倒引当金 ※3　　△106 ※3　　△112

　 　 　 投資その他の資産合計 5,775 6,103

　 　 固定資産合計 11,366 11,587

　 資産合計 44,829 44,234
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（単位：百万円）

　 　 　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

負債の部 　 　

　 流動負債 　 　

　 　 支払手形及び買掛金 ※2　　15,086 ※2　　12,697

　 　 電子記録債務 － 548

　 　 短期借入金 6,402 7,179

　 　 １年内償還予定の社債 1,589 490

　 　 未払法人税等 950 457

　 　 未成工事受入金 335 823

　 　 賞与引当金 785 321

　 　 役員賞与引当金 14 1

　 　 その他 1,019 1,338

　 　 流動負債合計 26,184 23,857

　 固定負債 　 　

　 　 社債 490 910

　 　 長期借入金 3,715 4,459

　 　 退職給付引当金 1,411 1,458

　 　 役員退職慰労引当金 487 517

　 　 その他 241 225

　 　 固定負債合計 6,345 7,571

　 負債合計 32,530 31,428

純資産の部 　 　

　 株主資本 　 　

　 　 資本金 1,857 1,857

　 　 資本剰余金 1,829 1,829

　 　 利益剰余金 8,719 9,030

　 　 自己株式 △166 △181

　 　 株主資本合計 12,239 12,535

　 その他の包括利益累計額 　 　

　 　 その他有価証券評価差額金 △35 271

　 　 その他の包括利益累計額合計 △35 271

　 少数株主持分 94 －

　 純資産合計 12,298 12,806

負債純資産合計 44,829 44,234
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

　 　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

売上高 39,926 46,268

売上原価 32,666 37,946

売上総利益 7,260 8,321

販売費及び一般管理費 6,937 7,306

営業利益 322 1,015

営業外収益 　 　

　 受取利息 12 6

　 受取配当金 53 59

　 仕入割引 234 302

　 雑収入 51 81

　 営業外収益合計 351 450

営業外費用 　 　

　 支払利息 128 123

　 手形売却損 20 27

　 社債発行費 3 13

　 デリバティブ評価損 17 －

　 不正関連損失 83 101

　 雑損失 83 50

　 営業外費用合計 335 314

経常利益 338 1,151

特別損失 　 　

　 投資有価証券売却損 2 －

　 投資有価証券評価損 9 23

　 関係会社株式評価損 － 132

　 会員権評価損 9 12

　 特別損失合計 22 168

税金等調整前四半期純利益 316 982

法人税、住民税及び事業税 163 321

法人税等調整額 146 174

法人税等合計 309 496

少数株主損益調整前四半期純利益 6 485

少数株主利益又は少数株主損失（△） 5 △0

四半期純利益 1 486
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

　 　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

少数株主損益調整前四半期純利益 6 485

その他の包括利益 　 　

　 その他有価証券評価差額金 △112 306

　 その他の包括利益合計 △112 306

四半期包括利益 △106 792

（内訳） 　 　

　 親会社株主に係る四半期包括利益 △111 793

　 少数株主に係る四半期包括利益 5 △0
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　前連結会計年度において連結子会社であった株式会社明神電気は第２四半期連結会計期間で、同じく株式会社カル

メンは当第３四半期連結会計期間で清算結了したことに伴い連結の範囲から除外しております。　

　

【会計方針の変更】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した

有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる影響は軽微であります。

　

【追加情報】

 

（不正取引及び不適切な会計処理について）

　当社において、不正行為の疑いが生じたことから、当社と利害関係を有しない外部の専門家を含む「調査委員

会」を設置し調査を進めてまいりました。

　その結果、過去に行われた取引の一部に関して不正行為及び不適切な会計処理が行われておりました。

　

（訂正報告書の提出について）　

「四半期報告書の訂正報告書の提出理由」に記載のとおり、当社の不適切な会計処理について、当社は金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき過去に提出いたしました四半期報告書に記載されている四半期連結

財務諸表に含まれる不適切な会計処理を訂正し、四半期報告書の訂正報告書を提出することを決定しました。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形割引高 2,085百万円 1,654百万円

受取手形裏書譲渡高 243 303

債権流動化 196 －

 

※２　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日でした

が、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額は、次のと

おりであります。
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

受取手形 53百万円 57百万円

支払手形 500 480

　

※３．不正行為に関連して発生したものが以下のとおり含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
　

当第３四半期連結会計期間
（平成24年12月31日）

　

投資その他の資産 　 　

　その他 　 　

　　長期未収入金 7百万円 10百万円

　貸倒引当金 △7百万円 △9百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日）

  当社グループの営業形態として売上が第４四半期に集中する傾向があるため、第３四半期連結累計期間の売上高

は相対的に少なくなる傾向にあります。しかし、人件費等の固定費は四半期ごとに変動する性質ではないため、結

果として、第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益、四半期純利益は少なくなる傾向にあります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成23年４月１日
至 平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

減価償却費 174百万円 181百万円

のれんの償却額 59 59
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

　 １. 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 176 13 平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

２. 株主資本の金額の著しい変動　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

　 １. 配当金支払額

（決議）
　

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 175 13 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

２. 株主資本の金額の著しい変動　

　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
その他の事業

(百万円)

(注)１　

合計

(百万円)　

調整額

(百万円）　

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(百万円）　

(注)３　

商品販売事業

(百万円)　

工事事業

(百万円)　
飲食事業

(百万円)　
計

(百万円)　

売上高         

外部顧客に対する

売上高
30,892 8,617 337 39,847 78 39,926 － 39,926

セグメント間の内部

売上高又は振替高
347 16 － 365 － 365 △365 －

計 31,241 8,633 337 40,213 78 40,292 △365 39,926

セグメント利益 5,056 1,966 209 7,233 35 7,268 △7 7,260

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育

　　　　　サービスを行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△７百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

 

報告セグメント
その他の事業

(百万円)

(注)１　

合計

(百万円)　

調整額

(百万円）　

（注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

(百万円）　

(注)３　

商品販売事業

(百万円)　

工事事業

(百万円)　
飲食事業

(百万円)　
計

(百万円)　

売上高         

外部顧客に対する

売上高
35,735 10,252 203 46,191 76 46,268 － 46,268

セグメント間の内部

売上高又は振替高
466 41 － 507 － 507 △507 －

計 36,201 10,293 203 46,699 76 46,775 △507 46,268

セグメント利益 5,684 2,472 134 8,290 31 8,322 △0 8,321

（注）１.「その他の事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、教育

　　　　　サービスを行っております。

　　　２．セグメント利益の調整額△０百万円は、セグメント間取引消去額であります。

　　　３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。　

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0円08銭 36円09銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1 486

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1 486

普通株式の期中平均株式数（株） 13,563,042 13,479,214

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年３月14日

東テク株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 阪中　修　　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 唯根　欣三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東テク株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年10月１日から平成24

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年12月31日まで）に係る訂正後の四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東テク株式会社及び連結子会社の平成24年12月31日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

　

強調事項

　追加情報に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、当監査法人は、訂正前の四半

期連結財務諸表に対して平成25年２月14日に四半期レビュー報告書を提出した。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）1.　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　2.　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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